
長森南中学校 保護者クラブ規約全体指針 

第１章 規約制定の趣旨 

第１条 岐阜市立長森南中学校部活動規約第３３条に基づき、長森南中学校保護者クラブ（以下「保護者クラ 

ブ」という。）の運営に関する事項指針について定める。 

第２章  総則 

（位置付け） 

第２条 保護者クラブとは、長森南中学校で実施されている部活動と同種目の活動で、保護者が運営するクラ 

ブ活動とする。 

第３条 保護者クラブへの参加は、長森南中学校各部活動に所属する生徒のうち、本人及び保護者が希望する 

者とする。 

(目的) 

第４条 保護者クラブが、部活動を補完することを踏まえ、部活動の目的に準じて行うこととし、勝利至上主 

義的な指導になったり、過度な練習時間となったりしないよう適切に活動することとする。 

保護者クラブは、社会教育活動の一環である「クラブ活動」として、クラブ員（生徒・保護者）が安 

全かつ安心して活動できるようにするとともに、安定して継続できる体制づくりに努める。 

 

第３章 保護者クラブの参加申し込み及び取り消し 

第５条 保護者クラブは、その代表が１年ごとに別に定める「保護者クラブ活動申請書(様式１)」を校長に提

出し、承認された場合に実施できることとする。 

第６条 生徒の参加申し込みは、別に定める「保護者クラブ参加申込書（様式２）」を保護者クラブ代表に提出

することで完了する。なお、申込書はクラブ保護者会で管理することとし、クラブ員名簿の作成・配

布等については、クラブ保護者会で協議することとする。 

第７条 クラブの活動期間は１年間を原則とし、毎年度手続きを実施することとする。 

第８条 年度途中に保護者クラブの参加申し込みを取り消す場合については、随時 、別に定める「保護者ク  

    ラブ参加申込取り消し届（様式３）」を保護者クラブ代表に提出することとする。 

 

第４章 組織 

（生徒） 

第９条 各保護者クラブにおいて生徒代表１名を選出すること。なお、選出の方法はクラブごとに決定するこ 

と。なお、部活動の生徒代表（部長）が該当クラブの生徒代表を兼任することが望ましいが、各クラ

ブの実情を考慮し適切に選出すること。 

（保護者） 

第１０条 各クラブにおいて、活動に参加する生徒の保護者はクラブの運営、管理に責任をもつこととする。 

第１１条 クラブ運営については、活動に参加する保護者からなる「クラブ保護者会」を組織し、年１回以上の

会合を開いて運営方針等について協議し、決定することとする。 

第１２条 第１１条に定める会合において、該当クラブの保護者会代表１名を選出する。なお、部活動の保護者

会の代表が該当クラブ代表を兼任すること望ましいが、各クラブの実情を考慮し適切に選出する。 

 

 

 

 



第５章 指導者 

（指導者） 

第１３条 各クラブの指導者は、顧問が指導することを禁止し、部活動の社会人指導者を充てることを原則と

する。ただし、各クラブの実情によって、本校教職員がクラブ指導者となることも認めるが、教職

員の負担とならないようにすること。地域クラブ社会人指導者（市またはクラブ委嘱）または保護

者を充てる。 

第１４条 クラブ指導者の謝金等は、各クラブ内で検討し、決定する。 

 

第６章 保護者クラブの約束等 

第１５条 各クラブの活動及び運営の責任者は所属する生徒の保護者とし、保護者の監督下で活動するものと

する。具体的な活動の仕方については細則に定める。 

第１６条 各クラブの活動時間及び場所については、当面クラブごとに各月の「活動計画表（様式４）」を作

成して、それに基づいて行うこととする。その活動計画表の作成にあたっては、部活動顧問と連携

を密にし、部活動とクラブ活動の区別を明確にしておく。 

第１７条 保護者クラブで本校の運動場、体育館、柔剣場等を使用する場合は、他のクラブとの重なりを避け

るため、部活動担当が作成する「活動割当表」に当面従うこととする。 

第１８条 道具等については、部活動と共有して利用するしてもよい。 

第１９条 活動する学校施設の鍵については、複製禁止の誓約書を学校に提出し、年度ごとに保護者クラブに

貸し出すこととする。 

第２０条 保護者クラブの運営にあたっては、基本的に部活動規約に準ずることとする。したがって、校長の

判断により活動を停止する場合もある。本指針に準じて保護者会が責任をもって行う。必要な場合

は学校と連携して対応にあたる。 

 

第７章 事故及び怪我の対応 

第２１条 事故や怪我が発生した場合は、保護者会及びクラブ指導者は受傷者への対応を優先するとともに、早

急に当該生徒の保護者へ連絡する。なお、病院等を受診した場合は、学校にその旨の連絡を入れる。 

第２２条 保護者クラブの活動における傷害等については、保護者クラブ加入者（外部指導者を含む）が、別

途スポーツ傷害保険や賠償責任保険に任意に加入することとする。 

 

第８章 対外試合の実施と参加 

第２３条 保護者クラブとしての対外試合の実施及びその移動については、クラブ内で検討の上で決定するこ

ととする。ただし、生徒・保護者の過重負担にならないように十分留意すること。 

第２４条 対外試合のうち、競技団体等が主催する大会に「長森南中クラブ」として生徒が出場する場合は、

校長の許可を必要とする。出場申込書等の写しを部活動顧問に提出する。 

 

第９章 クラブ予算 

第２５条 各クラブにおいて、活動に必要な費用を個人に過重な負担がない範囲で徴収することとする。な

お、徴収の金額及び方法については、各クラブ保護者会で決定する。 

第２６条 クラブの予算は部活動の予算と明確に区別し、各クラブで定める複数の役員が管理するとともに、

会計事務に直接携わらない役員が必ず会計監査を行う。 

 

 



第１０章 その他 

第２７条 第１条にあるように、本指針は部活動規約に基づくことから、万一、本指針が定める内容と部活動

規約の内容に矛盾が生じた場合は、部活動規約を優先することとする。 

第２８条 本規約の改正は、保護者クラブ代表者会の協議において改正案を作成し、それを校長が承認した場

合、または学校の部活動運営委員会において改正案を作成し、保護者クラブ代表者会において承認

された場合に行われることとする。 

第２９条 部活動規約及び本規約指針に基づき、各クラブの運営に関する詳細は、各クラブで定める。 

 

付則 本指針は 平成３０年  ４月 １日施行 

        令和 ５年 １１月 １日改正・施行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜細則＞ 

 

１ 活動の仕方 部活動との円滑な接続のため、基本として部活動と同じとする。以下、具体的に示す。 

第３０条 保護者クラブ活動は、活動計画表に基づき、社会人指導者または保護者が付ける場合に行う。 

第３１条 授業日に朝練習を行う場合は、次のように行う。 

① 活動可能時間は７時３０分～８時０５分とする。 

② 生徒の登校の安全と無理のない生活のため、登校は７時１５分以降とする。 

第３２条 平日（月～金曜日）の活動については、次のように行う。 

① 活動時間は、長くとも２時間までとする。学校部活動に引き続き実施する場合も、合わせて 

２時間までとする。当該日が休業日の場合は３時間までとする。 

② 少なくとも１日以上の休養日を設ける。（※＝活動は最大週４日までとする。） 

第３３条 休日（土日及び国民の休日）の活動については、次のように定める。 

① １日の活動は３時間までとする。対外試合もできる限り終日に渡らないようにする。 

② 週末は少なくとも１日以上を休養日とする。（※土曜に部活動を行った場合、日曜は休養日。 

土曜に保護者クラブを行った場合、日曜は休養日。） 

③ 第３日曜日（家庭の日）は大会がない限り休養日とする。 

④ 平日の部活動と保護者クラブ活動を合わせて４日以上できなかった場合、「活動不十分」と 

して保護者クラブは週末の土日両日とも活動できることとする。（※部活動は、平日の活動日数 

に関わらず「土日どちらか１日は休養日」はかわらない。） 

⑤ 土日両日の活動は、生徒の負担や家庭生活の充実に配慮して同月２回までを原則とし、大会 

 もこれに含めて計画する。土日両日に活動した場合は、同月または翌月の土日に代替休養日を 

設ける。（※土日３回活動したら、同月＋翌月の土日３回は両日☓。第３日曜を含めてよい。） 

第３４条 大型連休や長期休業期間中の活動については、第１３条と第１４条に準ずる。 

第３５条 夏季休業中の閉庁期間中については、８月または９月中に大会がある場合は活動してもよい。 

     第３２条と第３３条に準じつつ、生徒の負担と家庭生活に配慮し無理のないようにする。 

【活動パターンの例】 

 月 火 水 木 金 土 日  

今まで  部  部  部  平日の活動日数に関わりなく、土日どちらか休養日 

以下、「新保護者クラブ」として活動するパターンの具体例 

平日４日を「十分」、３日以下を「不十分」とする。土日活動したらその回数分の代替休養日を設ける。 

ア 授業日①  部  部  部 ク 平日２日「不十分」➡土日ＯＫ➡ただし代替１日 

イ 授業日②  部  部 部 ク ク 平日３日「不十分」➡土日ＯＫ➡ただし代替１日 

ウ 三者懇 部 部 部 部  ク  平日４日「十分」 ➡土日どちらかは休養日 

エ 三者懇＋大会 部 部 部 部  大  夏中体連で考えられるパターン① ウと同じ 

オ 三者懇＋大会 部 部 部 部  ク 大 夏中体連② 平日４日だが大会前日調整➡代替１日 

カ ＧＷの一部  部 部 部 部 ク  祝日含めて平日４日「十分」➡土日どちらかは休養日 

キ 夏休み①  部 部  ク 部 ク 平日３日「不十分」➡土日ＯＫ➡ただし代替１日 

ク 夏休み② 部 ク 部 ク  部  平日４日「十分」 ➡土日どちらかは休養日 

   

市クラブ指針３（１）「平日に部活動や新たな地域クラブ活動の時間が十分に取れない

場合には、（土日）両日とも活動を認めるが…両日実施の場合は休養日を振り替える」 


